
　柳川市認定農業者連絡協議会は 10月 21 日、久末の
JA柳川三橋カントリー前の田んぼで、保育園児との枝
豆交流会を開きました。この催しには、ひまわり保育園、
高畑保育園、中山保育園の園児 54人が参加。収穫した
黒豆の枝豆は 7月に園児らが種まきをし、会員が育てた
もの。園児らは、あらかじめ刈り取られた黒豆の枝から、
小さな手でさやを摘み取りました。「豆ご飯ば作っても
らわんね」という会員に、「豆だけのがいい」と返す園
児もいて、会員の顔をほころばせていました。

認定農業者と園児が枝豆交流会
農業の楽しさが伝わったかな

　水の郷で 10月 30 日、柳川市民健康まつりと市民公
開講座を行いました。会場には、生活習慣病コーナーや
介護保険・福祉サービスの相談コーナーなどが設けら
れたほか、長田病院の木下正治院長が「肺のたばこ病
（COPD）を知ろう」と題し講演しました。恒例の赤ち
ゃんハイハイ大会には、34人の赤ちゃんが参加。保護
者は赤ちゃんの気を引くため、おもちゃやお菓子などを
見せながらゴールに導こうと必死。コースの途中で泣き
出す子もいて、会場はとてもにぎやかでした。

柳川市民健康まつり&市民公開講座
健康について考える1日
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身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

手伝ってもらい千歯をこぐ児童

　作物を育てる大変さを体感し、食べ物を大切にする
心を育てようと、垂見小学校の 3年生と 5年生の児童
67人が 10月 28日、同校近くの田んぼで稲刈りをし、
昔ながらの方法で脱穀作業をしました。この日は児童
が刈り取った稲を、3年生が千歯で、5年生が足踏み
式脱穀機で脱穀しました。特に千歯での脱穀は力がい
るため、児童の中には指導した地元農家の人から手伝っ
てもらう姿も。農作業の大変さを実感したようです。

千歯こぎはたいへんだった

　中山の立花いこいの森で 10月 23 日、ふれあいわん
ぱーく事業がありました。この催しは、屋外で子どもた
ちに自由に遊んでもらおうと、親子の遊び場づくり実行
委員会が主催。およそ 500 人の親子が、同委員会のス
タッフ手作りのブランコや綱渡りなどの遊具のほか、広
場でシャボン玉づくりや段ボール箱を使って元気いっぱ
い遊びました。また、近くの畑ではサツマイモ掘りも実
施。1個 2㎏以上ある大きなイモを掘り上げ、周りの大
人をびっくりさせる子どもの姿も見られました。

立花いこいの森でふれあいわんぱーく
外遊びの楽しさを満喫したよ
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垂見小児童が稲刈りと脱穀体験
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　10月 22日と 23日の 2日間、三橋公民館で三橋文
化協会の文化祭がありました。この催しは、同協会会
員の日ごろの練習の成果を披露する場として毎年行っ
ていて、今年で 31 回目。会場には、絵画や柳川まり
などが展示され、ステージでは歌やダンスなどが披露
されました。同協会の柴田順一郎会長は「皆さんこの
日を楽しみに 1年かけて準備してきました。今後も続
けていきたいです」と話しました。

三橋文化協会　文化祭
1年かけて準備した作品や芸を披露

▲会場中が盛り上がった「赤ちゃんハイハイ大会」

展示された作品を鑑賞する参加者
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▲園児とのやり取りに思わずににっこり

大きなシャボン玉を作るため元気に広場を走った
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